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バイオエンジニアリング専攻

コースワーク

　バイオエンジニアリングを次の6 分野に分けている。
1. メカノバイオエンジニアリング分野
2. バイオエレクトロニクス分野
3. バイオデバイス分野
4. ケミカルバイオエンジニアリング分野
5. バイオマテリアル分野
6. バイオイメージング分野
　修士課程については、6 分野の各々の分野から少なくとも1 科
目、計12 単位、また、各教員が担当する科目である以下の計
13 単位を含め、30 単位以上を履修しなければならない。
・ バイオエンジニアリング輪講第1（2 単位）
・ バイオエンジニアリング特別実験第1（6単位）
・ バイオエンジニアリング演習第1（4 単位）
・ バイオエンジニアリング演習第3（1 単位）
　バイオエンジニアリングの全分野について広く学習を求める要
件となっている。また、必修である輪講は、修士も博士も含めた
学生全員を集めて毎週行われており、これもバイオエンジニアリ
ング専攻内で異なる分野と接する機会となっている。
　なお、演習は、修士論文研究報告（学会講演なども含む活動）
の位置づけであり、特別実験は、通常の研究室における実験を
中心とした研究活動を科目としているものである。
　博士課程については、各教員が担当する科目である以下の計
20 単位を含め、20 単位以上を履修しなければならない。
・ バイオエンジニアリング輪講第2（3 単位）、
・ バイオエンジニアリング特別実験第2（10 単位）、
・ バイオエンジニアリング演習第2（7 単位）
　なお、修士課程においてバイオエンジニアリング演習第3 を履
修していない者は、博士課程において、バイオエンジニアリング
演習第4 を履修しなければならない。

　コースワークは45 単位(credits) 以上の履修が必要である。通
常1 年次に必修科目（BIOE601,602,603,604）、1～2 年次前期に
選択科目(生命科学、工学、数学、コンピュータ科学分野から各
2 コース選択)を履修する。また2 年次以降、毎学期Seminar 
Series（BIOE 608）への出席が必須となっている。
　Ph.D.プログラムの学生は、最低3 つのラボの訪問
（BIOE605/606：ラボ・ローテーション）が必須となっている。
　リサーチについては、2 年次前期はパートタイム、後期以降は
フルタイムで実施する。

　1 年次にラボ・ローテーションが必須（通常夏学期）となってい
る。学期中には週8～10 時間、夏期休暇中は週32-40 時間を費
やす。ローテーションの成果は、学生によって運営されるバイオ
研究セミナー(Bioengineering Research Forum)での15 分の口頭
発表を行うか、プログラム全体規模で行われる年次研究カン
ファレンス(Annual Research Conference)で発表することが必要
である。
　その他に必修となっているのはセミナー科目（200）とTA トレー
ニング科目のみであるが、学生は主専攻（Major Area）、副専攻
（Minor Area）をそれぞれ1 つずつ選択し、主専攻から16 単位
(units)、副専攻から8 単位(units)の取得が必要である。後者は
研究によって一部代替可能である。
　選択必修科目として定められている科目は以下の通り広範囲
に亘っている。
Area Requirements (Semester Units) ：
- Anatomy, Physiology and Biology (9)
- Biochemistry, and Chemistry beyond General Chemistry (3)
- Engineering in a traditional discipline and Computer 
Science(7)
- Mathematics (beyond linear algebra and differential equations) 
and Statistics (2)

ＲＡ／ＴＡ 　Ph.D.プログラムの学生は、2 学期のTA が必須となっている。
　TA はGSI と呼ばれており、TA トレーニング科目を履修した上
で、週10 時間（基本）の経験を最低1 度行う必要がある。通常2 
年次に行われ、GPA3.1 以上の場合に推薦される。

Research Aptitude Exam

　通常1 年次の後期（second semester）が始まる前に受けなけ
ればならない。
　配布されたproblem statements の4 つの問題の中から1 つを
選択し、その回答を一週間で調査を行い、Written Proposal およ
びOral Presentation を行うことが必須となっている。Oral 
Presentation は、3 名のファカルティ・メンバーからなる審査委
員会で発表する必要がある。
　Written Proposal では、与えられた研究課題に対して、自分で
あればどの様なアプローチで研究するかを説明し、Oral 
Presentation ではWritten Proposal の要点を委員会メンバーに
説明する。通常は、当該分野におけるフィールド・リサーチと実
験計画が求められる。
　研究適正試験(RAE)の成績判定は「合否」のみであり、もし学
生が最初のRAE に合格しなかった場合には、もう一度RAE を受
けることが可能であるが、再度、合格しなかった場合には、それ
以上、Ph.D.プログラムを続けることはできない（その場合、修士

Qualifying Examination

　候補者資格試験は、次の2 つで構成されている。
� 研究計画書（3-4 ページ、1 ヶ月前に提出）のプレゼンテー
ション。
� 関連分野、及び倫理に関する口述試験。
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